
算数科 小学校 第２学年 十日市場小学校 評価規準 
 

■評価の観点とその趣旨   

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・数の概念についての理解を深

め、計算の意味と性質、基本的な

図形の概念、量の概念、簡単な表

とグラフなどについて理解し、

数量や図形についての感覚を豊

かにしている。 

・加法、減法及び乗法の計算をし

たり、図形を構成したり、長さや

かさなどを測定したり、表やグ

ラフに表したりすることなどに

ついての技能を身に付けてい

る。 

・数とその表現や数量の関係に

着目し、必要に応じて具体物や

図などを用いて数の表し方や計

算の仕方などを考察する力、平

面図形の特徴を図形を構成する

要素に着目して捉えたり、身の

回りの事象を図形の性質から考

察したりする力、身の回りにあ

るものの特徴を量に着目して捉

え、量の単位を用いて的確に表

現する力、身の回りの事象をデ

ータの特徴に着目して捉え、簡

潔に表現したり考察したりする

力などを身に付けている。 

・数量や図形に進んで関わり、数学

的に表現・処理したことを振り返

り、数理的な処理のよさに気付き

生活や学習に活用しようとしてい

る。 
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 Ａ 「数と計算」の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

(1)「数の構成と表し方」 

内容のまとまりごとの評価規準 

・同じ大きさの集まりにまとめて数え

たり、分類して数えたりすることがで

きる。 

・４位数までについて、十進位取り

記数法による数の表し方及び数の

大小や順序について理解してい

る。 

・数を十や百を単位としてみるな

ど、数の相対的な大きさについて

理解している。 

・一つの数をほかの数の積としてみ

るなど、ほかの数と関係付けてみる

ことができる。 

・簡単な事柄を分類整理し、それ

を数を用いて表すことができる。 

・1/2、1/3など簡単な分数につい

て知っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・数のまとまりに着目し、大きな数の

大きさの比べ方や数え方を考え、

日常生活に生かしている。 

・数に進んで関わり、数学的に表現・

処理したことを振り返り、数理的な処

理のよさに気付き生活や学習に活用

しようとしている。 



具体的な内容のまとまりごとの評価規準 

・ものの個数を、２ずつ、５ずつ、

10ずつまとめて数えたり、分類

して数えたりすることができ

る。 

・４位数までの数について、十進

位取り記数法による数の表し方

及び数の大小や順序について理

解している。 

・４位数までの数について、書い

たり読んだりすることができ

る。 

・二つの数の大小関係を「＞」、

「＜」を用いて表すことができ

る。 

・４位数までの数について、数を

十や百を単位として捉えること

ができる。 

・一つの数をほかの数の積と捉

えることができる。 

・身の回りに、整数が分類整理に

使われていることを理解してい

る。 

・1/2、1/3など簡単な分数につ

いて知っている。 

・ものの個数を実際に数え、図に

表すなどして、十進位取り記数

法の仕組みによる数の表し方を

考えている。 

・４位数までの数について、数の

まとまりに着目し、数の比べ方

を考えている。 

・数の相対的な大きさを捉えた

り、一つの数をほかの数の積と

してみたりするなど、数を多面

的に捉えている。 

・12 個を３等分した場面などを

「12 個の 1/3 は４個」などと表

現している。 

・身の回りのものの個数を 10 や

100のまとまりにして数えたり、数

えたものを数字を使って書いたり

読んだりしようとしている。 

・４位数までの数について、簡潔・

明瞭・的確に数えようとしている。 

・身の回りから、整数が使われてい

る場面を見付けようとしている。 

(2)「加法及び減法」 

内容のまとまりごとの評価規準 

・２位数の加法及びその逆の減法

の計算が、１位数などについての基

本的な計算を基にしてできることを

理解し、それらの計算が確実にで

きる。また、それらの筆算の仕方を

理解している。 

・簡単な場合について、３位数など

の加法及び減法の計算の仕方を

知っている。 

・加法及び減法に関して成り立つ

性質について理解している。 

・加法と減法との相互関係につい

て理解している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・数量の関係に着目し、計算の仕

方を考えたり計算に関して成り立つ

性質を見いだしたりしているととも

に、その性質を活用して、計算を工

夫したり計算の確かめをしたりしてい

る。 

・加法及び減法に進んで関わり、数学

的に表現・処理したことを振り返り、数

理的な処理のよさに気付き生活や学

習に活用しようとしている。 

・２位数の加法及びその逆の減法の

計算の仕方を考えようとしている。 

・２位数の加法及びその逆の減法の

計算を生活や学習に活用しようとして

いる。 



具体的な内容のまとまりごとの評価規準 

・２位数の加法及びその逆の減

法の計算が、１位数などについ

ての基本的な計算を基にしてで

きることを理解している。 

・２位数の加法及びその逆の減

法の計算の筆算の仕方について

理解している。 

・２位数の加法及びその逆の減

法の計算が確実にできる。 

・簡単な場合について、３位数な

どの加法及び減法の計算の仕方

を知っている。 

・加法及び減法に関して成り立

つ性質について理解している。 

・加法と減法は互いに逆の関係

になっているなど、加法と減法

の相互関係について理解してい

る。 

・２位数の加法及びその逆の減

法の計算の仕方を考えている。 

・２位数の加法及びその逆の減

法の計算の仕方と筆算の仕方を

関連付けて考えている。 

・簡単な場合について、３位数な

どの加法及び減法の計算の仕方

を考えている。 

・加法及び減法に関して成り立

つ性質を調べ、それを用いて、計

算の仕方を考えたり、計算の確

かめをしたりしている。 

・加法と減法の相互関係につい

て、図を基に考え、式で表現して

いる。 

・２位数の加法及びその逆の減法

の計算の仕方を考えようとしてい

る。 

・２位数の加法及びその逆の減法

の計算を生活や学習に活用しよう

としている。 

・簡単な場合について、３位数など

の加法及び減法の計算の仕方を考

えようとしている。 

・加法及び減法に関して成り立つ

性質を用いて、計算の仕方を考え

たり計算の確かめをしたりするこ

とを通して、そのよさに気付いて

いる。 

・加法と減法の相互関係を考察す

るに用いる図のよさに気付いてい

る。 

(3)「乗法」 

内容のまとまりごとの評価規準 

・乗法の意味について理解し、それ

が用いられる場合について知って

いる。 

・乗法が用いられる場面を式に表し

たり、式を読み取ったりすることがで

きる。 

・乗法に関して成り立つ簡単な性

質について理解している。 

・乗法九九について知り、１位数と

１位数との乗法の計算が確実にで

きる。 

・簡単な場合について、２位数と１

位数との乗法の計算の仕方を知っ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・数量の関係に着目し、計算の意

味や計算の仕方を考えたり計算に

関して成り立つ性質を見いだしたり

しているとともに、その性質を活用し

て、計算を工夫したり計算の確かめ

をしたりしている。 

・数量の関係に着目し、計算を日常

生活に生かしている。 

・乗法に進んで関わり、数学的に表

現・処理したことを振り返り、数理的な

処理のよさに気付き生活や学習に活

用しようとしている。 



具体的な内容のまとまりごとの評価規準 

・乗法は、一つ分の大きさが決ま

っているときに、その幾つ分か

に当たる大きさを求める場合に

用いられるなど、乗法の意味に

ついて理解し、それが用いられ

る場合について知っている。 

・乗法は累加で答えを求めるこ

とができることを理解してい

る。 

・乗法が用いられる場面を式に

表したり、式を読み取ったりす

ることができる。 

・交換法則など乗法に関して成

り立つ簡単な性質を図を用いて

理解している。 

・乗法九九について知り、１位数

と１位数との乗法の計算が確実

にできる。 

・簡単な場合について、２位数と

１位数との乗法の計算の仕方を

知っている。 

・乗法が用いられる場面を、具体

物や図などを用いて考え、式に

表したり、乗法の式を、具体的な

場面に結び付けて捉えたりして

いる。 

・計算の仕方を振り返り、乗法に

関して成り立つ簡単な性質を見

いだしたり、それを基に乗法を

構成したりしている。 

・日常生活の問題や算数の問題、

情報過多の問題、算数以外の教

科等の問題などを、乗法を活用

して解決している。 

・既習の乗法やその構成の方法

を基に、簡単な場合について、２

位数と１位数との乗法の計算の

仕方を考えている。 

・累加の簡潔な表現としての乗法

のよさに気付き、ものの総数を乗

法を用いて表そうとしている。 

・一つ分の大きさが決まっている

ときに、その幾つ分かに当たる大

きさを求める場合に、乗法を用い

るとその総数を簡潔に求めること

ができるというよさに気付き、乗

法の場面を身の回りから見付け、

用いようとしている。 

・累加や乗法に関して成り立つ簡

単な性質を用いるなどして、乗法

九九を構成しようとしている。 

・簡単な場合について、２位数と１

位数との乗法の計算の仕方を発展

的に考えようとしている。 
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 Ｂ 「図形」の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

(1) 「図形」 

内容のまとまりごとの評価規準 

・三角形、四角形について知ってい

る。 

・正方形、長方形、直角三角形に

ついて知っている。 

・正方形や長方形の面で構成され

る箱の形をしたものについて理解

し、それらを構成したり分解したりす

ることができる。 

・図形を構成する要素に着目し、構

成の仕方を考えているとともに、身

の回りのものの形を図形として捉え

ている。 

・図形に進んで関わり、数学的に表

現・処理したことを振り返り、数理的な

処理のよさに気付き、生活や学習に

活用しようとしている。 

具体的な内容のまとまりごとの評価規準 

・三角形が３本の直線で囲まれ

た図形であることなど三角形の

意味について知っている。ま

た、四角形について知ってい

る。 

・直角や正方形、長方形、直角

三角形について知っている。 

・紙を折って、直角や正方形、

長方形や直角三角形を作ること

ができる。 

・格子状に並んだ点などを用い

て、正方形、長方形、直角三角

形を作図することができる。 

・直線で囲まれた図形につい

て、他の図形との比較によって

分類し、三角形や四角形などの

特徴を見いだしている。 

・四角形について、角や辺に着

目し分類し、正方形や長方形な

どの特徴を見いだしている。 

・身の回りの正方形、長方形、直

角三角形が、日常生活でどのよう

に活用されているのか調べようと

している。 

・正方形、長方形、直角三角形で

平面を敷き詰める活動を楽しみ、

できる模様の美しさや平面の広が

りに気付いている。 



・箱の形について、３種類の長方

形が２組で構成されていること

などを理解している。 

・正方形や長方形を組み合わせ

たり、ひごなどを用いたりして、

箱の形を構成することができ

る。 

・箱の形について、その違いに気

付き分類し、分類した箱の形の

特徴を見いだしている。 

・身の回りの箱の形をしたものが、

日常生活でどのように活用されて

いるのか調べようとしている。 

・正方形や長方形を組み合わせる

などして、箱の形を構成しようと

している。 
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 Ｃ 「測定」の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

(1) 「量の単位と測定」 

内容のまとまりごとの評価規準 

・長さの単位（ミリメートル（mm）、セ

ンチメートル(cm）、メートル（m）及

びかさの単位（ミリリットル（mL）、デ

シリットル（dL）、リットル（L））につい

て知り、測定の意味を理解してい

る。 

・長さ及びかさについて、およその

見当を付け、単位を適切に選択し

て測定することができる。 

・身の回りのものの特徴に着目し、

目的に応じた単位で量の大きさを

的確に表現したり、比べたりしてい

る。 

・量を比べたり測定したりすることに進

んで関わり、数学的に表現・処理した

ことを振り返り、数理的な処理のよさに

気付き生活や学習に活用しようとして

いる。 

具体的な内容のまとまりごとの評価規準 

・長さの単位（ミリメートル

（mm）、センチメートル(cm）、

メートル（m））及びかさの単位

（ミリリットル（mL）、デシリッ

トル（dL）、リットル（L））と、

量の大きさを単位を用いて数値

化するという測定の意味につい

て理解している。 

・測定するものに応じて、適切な

長さやかさの単位を選び、身の

回りの具体物の長さやかさを測

定することができる。 

・１m がどれくらいの長さであ

るかや、１Lがどのくらいのかさ

であるかを、身の回りにあるも

のの大きさを基にして捉えるな

ど、長さやかさの大きさについ

て豊かな感覚をもっている。 

・量の大きさを表現したり、比べ

たりする際、測定するものや目

的に応じて、どの単位を用いる

ことが適切か考えている。 

・長さやかさを数値に表して比べ

たことを振り返り、普遍単位の必

要性に気付いている。 

・身の回りのものの長さやかさを

測定しようとしている。 

(2） 「時刻と時間」 

内容のまとまりごとの評価規準 

・日、時、分について知り、それらの

関係を理解している。 

・時間の単位に着目し、時刻や時

間を日常生活に生かしている。 

・時刻と時間を確認して、表したり求め

たりすることに進んで関わり、数学的に

表現・処理したことを振り返り、数理的

な処理のよさに気付き生活や学習に

活用しようとしている。 

 

 



具体的な内容のまとまりごとの評価規準 

・時間の単位（日、時、分）につ

いて知り、時刻や時間を表すこ

とができる。 

・時間の単位（日、時、分）の関

係について理解している。 

・日常生活における時刻や時間

の求め方を考えている。 

・日常生活の中で必要な時刻や時

間を求めようとしている。 
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 Ｄ 「データの活用」の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

(1）「データの活用」 

内容のまとまりごとの評価規準 

・身の回りにある数量を分類整理

し、簡単な表やグラフを用いて表し

たり読み取ったりすることができる。 

・データを整理する観点に着目し、

身の回りの事象について表やグラフ

を用いて考察している。 

・データを整理することに進んで関わ

り、数学的に表現・処理したことを振り

返り、数理的な処理のよさに気付き生

活や学習に活用しようとしている。 

具体的な内容のまとまりごとの評価規準 

・身の回りにある数量を分類整

理し、簡単な表やグラフを用い

て表すことができる。 

・身の回りにある数量を分類整

理して表した簡単な表やグラフ

を読むことができる。 

・身の回りの事象について、簡単

な表やグラフに表すことで、差

の大小や全体の傾向について考

えている。 

・データの整理に進んで関わり、数

量の大きさの違いを一目で捉える

ことができるなどの、グラフのよ

さに気付いている。 

 


